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研究成果の概要（和文）：  

障害児者の教育や福祉支援に関する制度改革が進む中、ドイツでは健常者が作り上げて来た
多様な地域クラブやそれをベースにした組織が、学校や福祉との相互的な関係の中で、その受
け皿として新たな機能を発揮するようになってきていることがうかがわれた。本研究は、ドイ
ツの主に２都市をフィールドに、学校教育と地域の余暇・スポーツ支援の連続性という視点か
ら、そのシステムの形成過程を子ども、学校、サービス利用者、支援者等の相互作用としてと
らえ、関係構築の過程を明らかにした。 
 
成果の概要（英文）： 

The education and social welfare systems for the disabled have been undergoing 
significant changes in recent years in moving toward the ideals of normalization and 
inclusion. The new systems of special needs education in schools and social welfare for 
people with disability were begun in recent year, and the roles of special needs schools, 
special needs classes, and regular schools have begun to change immensely. The 
subjects were schools, social welfare institute, sports club in Berlin and Niedersachsen, 
Germany. As a result, there has been a great increase in the number of people 
registered in the sports club. In addition, the Associated Sports Clubs for people with 
disabilities combines a number of clubs to take advantages of the economy of scale by 
creating integrated sports groups and providing information to the schools, is working 
to change the image of people with disabilities. 
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などの制度改革が進む中、障害者の地域生活
を支える社会システムの構築は、危急の課題
となっていた。その背景には、ノーマライゼ
ーション社会の実現という国際的共通理念
の具現化ばかりではなく、急速に進む高齢化
に伴い、これまで支えてきた家族のサポート
力が急速に低下しているという背景がある。
これらの課題に対し、これまでの調査・研究
から、ドイツでは健常者が作り上げて来た多
様な地域クラブやそれをベースにした組織
が、学校や福祉との相互的な関係の中で、そ
の受け皿として新たな機能を発揮するよう
になってきている様子が伺われた。 

その背景には、学校を障害児を含めた多様
な 教 育 的 ニ ー ズ を 持 つ 子 ど も を 包 括
（include）する場所（インクルージョン教育）
としてとらえ、地域の支援へ繋げていくとい
う試みとともに、それぞれの自立意識・余暇
を含めた自立技能の形成が、地域の余暇やス
ポーツ支援環境の形成に結びつくという関
係性があるのではないかと考えられた。 
 
２．研究の目的 
質的な調査を通してドイツにおける多様

なニーズを持つ子どもを含めた学級やクラ
ブ、余暇支援活動における教師や支援者の運
営・関わり方、クラスや組織内の構成員の相
互関係などについて明らかにすることを目
的として行われた。 
 
３．研究の方法 
学校と地域の余暇スポーツ支援システム

に関する象徴的な取り組みを行っているベ
ルリン市州、ニーダーザクセン州の学校、余
暇活動支援施設、地域クラブなどを対象に、
その組織、構成員等の取り組みや意識に対す
る聞き取りを行うとともに、実際の活動場面
の映像記録を通して分析を行った。 
 
４．研究成果 
 

(1)教育と社会的支援 
 日本と共通する国内の学力格差や非正規
雇用の労働者の増加などの課題を抱えたド
イツについて、障害児者の教育と余暇支援に
関する実際的な調査をもとに検討を行って
きた。ドイツは日本の約 5 倍にあたる移民の
教育を学力政策の中心的な課題として据え、
障害のみならず文化的・言語的マイノリティ
の視点からインクルーシブ学校として多様
な子どもに対応する改革に取り組んでいる。
首都ベルリンと農村部を含む北部ニーダー
ザクセンという対照的な地域の学校を繰り
返し訪問し、授業観察、学校関係者へのヒア
リング、保護者インタビューを継続的に行な
うとともに制度やシステムの特徴、そこで学
び成長する子どもの様子を記録した。 

ドイツにおける学校調査を通じて、特別な
教育的ニーズをもつ子どもの教育が、システ
ムに人を合わせるのではなく、それぞれの異
なるニーズに合わせて、支援や制度を活用す
るという考えが随所に見られた。例えば、障
害の有無に関係なく、子どものコミュニケー
ション能力に合わせてサインやドイツ語以
外の言語を取り入れたり、基礎学校から総合
制学校への進学に際し、教育的補助者が障害
のある子どもと一緒に学校を異動してサポ
ートを継続したり、さらに生徒の実態に合わ
せたきめの細かい就労支援と個別の相談シ
ステムを作るなど、地域の特性や子どもの実
態に合わせて教育や指導方法を柔軟に適応
させようとしていた。 

こうした取り組みは、ヨーロッパ社会にお
ける共通の基本的考え方「生活は基本的に個
人の責任と意志に基づいて営まれ、それを地
域社会が支え、さらにより大きな組織である
行政や国がそれを補完していく」と言う自治
における「補完性の原理」などの考え方にも
通じるものがあると考えられる。 
 
(2)インクルーシブな教育と体育・スポーツ 
 インクルーシブ体育というと、「健常児と
障害児が、ともに学ぶための授業における工
夫」という文脈でとらえられることが多い。
しかしフレーミング基礎学校におけるスポ
ーツ授業などの分析を通し「ともに学ぶため
の工夫」という概念では説明できない要素を
含んでいることがうかがわれた。 
フレーミング基礎学校の「スポーツ授業」は、
障害のある子が、いる、いないに関係なく「み
んなが楽しめる」授業を行うのが前提となっ
ている 。それは 1970-1980 代に「体育」の
概念がその名称とともに大きく変わり、
"Sport(シュポルト)“授業：（「シュポルト」
には、人生の楽しみ方や文化性などを含めた
広い概念が含まれる）への転換が行われてい
たという背景があることと無関係ではない
と考えられた。すなわち体育＝「体を育て
る：鍛錬・スキル向上」というせまい身体教
育観からの脱却があったことから”インクル
ーシブ”な状態は、単なる「前提」あるいは
要素としてとらえることができた。 

また、ベルリン自由大学のドルテッパー教
授らと共同で行った、日本とドイツのインク
ルーシブ状態における「良い授業」の質的分
析では、「特別ではない」配慮（障害児だけ
ではなく多様な子どもに対する工夫）が、ち
りばめられているという共通性がある様子
が見られた。それを支えるのは、授業以外で
の日常的な関係性であり、またそれが「授業
にも影響を与える」という相互作用的な関係
があることがうかがわれた。他の教科と違い、
身体活動を伴う「体育」には、その地域や学
校の文化性が反映されることがうかがわれ



 

 

た。 
 
(3)教育と地域システム 
 障害者が参加するスポーツクラブの多様
な形態と、その実践の分析をおこなった。障
害者のスポーツ参加率だけを見れば、障害者
スポーツの盛んな国というイメージでとら
えられがちだが、そこには情報の共有化やイ
メージ戦略などの多様な取り組みと、医療保
険の補助金制度などを含めた、社会システム
全体の取り組みがみられた。 
 またこれまで、州ごとの取り組みとして行
われてきたインクルーシブ教育が、障害者の
権利条約などの影響もあり、ドイツ全体の取
り組みとして行われつつあった。それは単に
障害児を含めた教育を進めるということで
はなく、その先にある社会全体のインクルー
ジョンという理念の実現につながっている
ようすがみられた。 
 学校教育を通した、「障害のある子どもな
ど、多様なニーズを持つ人々が含まれること
を前提にして、楽しくスポーツを行うための
工夫を考える」という態度の形成は、卒業後
の社会全体の意識変革につながっていくこ
とが推察された。 
 
(4)余暇と生活・就労支援 
 日本では、生活や就労の補助的な位置づけ
として見られることが多い余暇・スポーツ活
動であるが、それぞれが対等な関係として、
あるいは、むしろ余暇やスポーツへの参加を
柱に日常生活が成り立っている様子がみら
れた。実際に「毎週、毎月定期的に参加する
余暇・スポーツ活動を楽しみにして、その間
の生活にもしっかりと取り組むようになり、
また仕事にも身が入る」という話しも聞かれ
た。このことは、各地域の福祉組織の運営に
おいて、生活支援、就労支援、余暇・スポー
ツ支援がセットで行われていることからも
うかがわれる。 
特に福祉施設や福祉的就労などの場では、

障害のあるものと支援者や管理者が、上下の
関係になりやすい。しかし、独立した組織と
して運営され、自己決定に基づく自由な参加
が保障された余暇・スポーツ支援の場では、
横の人間関係を広げることができる。このこ
とは、昨今指摘されている、地域支援におけ
る地域のネットワーク形成にもつながって
いるようであった。 

さらに、余暇活動とともに行われている社
会教育的講座などでは、男女の付き合い方や
恋愛について、さらには具体的な性的関係に
関するテーマなどが取り上げられている。す
なわち余暇は、新しい人間関係が生まれる場
というだけではなく、男女の出会いの場とし
ても、とらえられていた。「人を好きになる
と生き甲斐が生まれ、より生き生きと生活で

きるようになる」という考えは、日本では、
ともするとタブー視されがちな障害者の恋
愛などについても、就労や生活自立と深い関
係があるという認識と関係していることが
うかがわれた。 
 さらに障害者のための旅行企画や障害者
優先のリゾートなどの開発は、人生における
楽しみや生き甲斐を保障するとともに、より
豊かな日常の生活に対する情報や、さらには
経済的な効果にもつながっている。このよう
な認識は、今後の日本の福祉支援のあり方ば
かりではなく、社会全体の制度やシステムに
反映されるべき事項と言えるであろう。 
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